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〓人 事

(各 通)
鈴 木 稔

田 部 浩

敍從四位

末 永 邦 忠

任軍事保護院醫官

敍高等官七等 (8月9日)

從三位勳二等 田 中 文 男

敍正三位

(8月10日)

軍事保護院醫官 末 永 邦 忠

八級俸下賜

傷痍軍人岡山療養所勤務 ヲ命ス

(8月9日)

正四位勳二等 生 沼 曹 六

敍從三位

(8月1日)

正六位 濱 田 豐 介

敍從五位

(8月1日)

岡山醫科大學助教授
正五位勳六等

小 田 大 吉

任岡山醫科大學教授

敍高等官三等

(8月14日)

岡山醫科大學教授 小 田 大 吉

本俸七級俸下賜

職務俸金千七百拾圓下賜

(8月14日)

從四位勳四等 田 部 浩

敍勳三等授瑞寳章

(8月16日)

從六位 大 田 原 一 祥

敍勳六等授瑞寳章 (8月16日)

玉 川 忠 太

敍正七位

(7月1日)

岡山醫科大學教授 緒 方 益 雄

滿洲國及中華民國ヘ出張ヲ命ス

(8月30日)

○田 中文 男君 今般岡山醫科大學教授を勇退せ

られ當市天瀬に於て實地診療に從事せらるる由.

氏 は岡山醫學專門學校及び岡山醫科大學に在る事

30年.同 學教授 としてまた又學長として多大の功

績あり,ま た本會名譽會長たり.氏 の勇退は學内

は勿論各方面より甚だ惜まれて居る.近 く同學名

譽教授に榮進せらるる由なり

○古屋淳君,瀧 澤敏正君 共に哈爾濱市立病院に

勤務され居れり

○田村權五郎君 滿洲國富錦陸軍病院に御活躍中

の氏は8月 遼陽第一陸軍病院長に轉任せ られたり

○矢 部 忠 孝君 軍醫大尉たる氏は今囘滿洲國黒

河省黒河市坂田部隊附となられたり

○右 近 文 三君 今般大阪陸軍造兵廠醫務課に勤

任せられたり

○久保 一正君 香川縣觀音寺町に御在住中の處

今囘同縣善通寺町大字上吉田519に 移轉さる

○三 井義 亮君 今囘大阪府南河内郡國分村光洋

粘土株式會社醫局に勤務さるることとなれり

○淺野 靜 男君 岡田醫科大學北山内科に勤務中

の處今囘山口縣下松市日立診療所に轉任せられた

り

○谷口日出夫君 今囘岡山市小原町114に 移轉開

業せられたり

○田 中正 二君 今囘呉市西二川通3丁 目11に

居 を移されたり
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〓學位授與

山本春海,杉 山俊之,山 末一雄,倉 重晋の4君 は

豫 て論文 を岡 山醫 科大學 に提 出 し學 位 を請求 中 の

處8月16日 附 同大 學 よ り醫學 博 士 の學 位 を授 與

せ られ た り其 の論 文次 の如 し

山 本 春 海 君

主 論 文

總 排泄 腔生 殖突 起及 ビBursa Fabriciiノ 形態

學 的發 生

其 ノ1 鳥類 特 ニGallus domeoticnsニ 於 ケ

ル檢 索(邦 文)

其 ノ2 鳥類特 ニCoturnix coturnix joponica

ニ於 ケル檢 索(獨 文)

參 考論 文

其 ノ1 攝 護 腺肥大 症 ノ知見補 遺(邦 文)

其ノ2 馬蹄鐵腎ニ就テ(邦 文)

其 ノ3 内尿道切開術ニ就テ(邦 文)

其ノ4 3種 ノ結核疹 ヲ併發セル興味アル1臨

牀例(邦 文)

其 ノ5 岡山縣地方ニ於ケル癩ノ統計的觀察

(邦文)後 藤脩吉 ト共著

其ノ6 尿道淋疾竝ニ其ノ合併症ニ對スル 「ゴ

ノブロカノン」ノ應用(邦 文)

其ノ7 尿道淋ニ對スル「バンセカール」ノ臨牀

的價値(邦 文)

杉 山 俊 之 君

主 論 文

紫外線照射血輸血ニ關スル臨牀的竝ニ實驗的研

究

第1編 紫外線照射血輸血ノ失血性急性貧血血

液像竝ニ血壓ニ及ボス影響ニ關スル實驗的研

究

第2編 紫外腺照射血輸血ノ血糖竝ニ血液還元

「グルタチオン」ニ及ボス影響ニ就テノ實驗的

研究

第3編 紫外線照射血輸血ノ免疫學的研究

第4編 紫外線照射血輸血ノ網状織内被細胞系

統ニ及ボス影響ニ關スル實驗的研究

第5編 紫外線照射血輸血ノ臨牀的研究

參考論文

其ノ1 腹水竝ニ肋水靜脉内注入ノ血液再生機

能ニ及ボス影響ニ就テノ臨牀的實驗的研究

其ノ2 限局性廻腸炎ニ因ル腸閉塞症2症 例ニ

就テ

其ノ3 胃癌ニ依ル難治ナル激痛ニ施セル脊髓

前側索切斷術ノ效果ニ就テ

其ノ4 右側足〓關節竝ニリスフラン氏關節ニ

於ケル畸形性關節炎ノ1例 ニ就テ

山 末 一 雄 君

主 論 文

口蓋桃腺ノ組織學的研究

殊ニ其ノ間質格子状纎維ニ就テ

參考論文

其ノ1 兩側聾ヲ貽シテ治癒シタル耳性化膿性

腦膜炎ノ1例

其ノ2 濾胞性齒牙嚢腫ノ1例

其ノ3 鼻腔内硬性乳嘴腫ニ就テ 岡田要共著

其ノ4 顔面打撲ニ因ル下甲介膿瘍ニ就テ

岡田要共著

倉 重 晋 君

主 論 文

間腦-腦 下垂體糸ト甲状腺 トノ關係

第1報 實驗的甲状腺機能亢進及ビ低下時ニ於

ケル釀母「ヌクレイン酸」曹達注射ノ影響ニ就

テ

第2報 實驗的甲状腺機能亢進及ビ低下時ニ於

ケル「クロレトン」投與ノ影響ニ就テ

第3報 實驗的甲状腺機能亢進及ビ低下時ニ於

ケル「ズルブロール」注射ノ影響ニ就テ

參考論文

1. 間腦-腦 下垂體系ト甲状腺 トノ關係
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第4報 實驗的甲状腺機能亢進時ニ於ケル間腦

穿刺ノ影響 殊ニ食鹽代謝中樞ノ部位ニ就テ

第5報 實驗的甲状腺機能低下時ニ於ケル間腦

穿刺ノ影響 附.全 編ノ總括

1. 氣管側淋巴腺結核ヨリ急激ニ進展セシ高年

者肺結核症ノ1例

1. 最近15年 間 ニ我内科教室ニ收容セルバセ

ドウ氏病患者ノ統計的觀察

附.バ セ ドウ氏病 ニ關 スル 諸統計 ノ總 括 的考

察

第1編 バセドウ氏病ノ本態竝ニ發生原因的事

項ニ關スル統計的觀察

第2編 バセドウ氏病各症候ノ統計的觀察(未

完)

第3編 バセドウ氏病ノ各症候及ビ合併症ニ關

スル統計的觀察竝ニ治療ニ關スル總括的考察
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